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PALSAR(ALOS) 

・ALOSに浴叙されたしバンド合成関口レーダ
．空間分解能10m程度のZ草分解能観測可能
・昼夜．天候に関わらず観測可能

AMSR-E(Aqua) 

・Aqua！こ俗叙されたマイクロ波放射針
．定常的に海水石吉，妾度等のj量定に使用

－周波数18.7、36.5GHzを使い密援皮算出

MODIS(Aqua) 

・Aqua！こ搭滋された可視・赤外織の光学センサ
．可視Jfンドの方11:!H！辛からアルベドを算出できる
．観測銭度がJril、

使用データ

'rセンrサ 絞i)J!]

ALOS/PAlSAR 200町02115
お08/02/17
弐泊9/02117
お10/02120

Aqua/AMSR・E ~gg 町即D日~：~
20日目氾2117
2010102/20 

Aqua/MODIS 2010/02/20 
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PALSAR scattering entropy画像のしきい値決定

1 ’遣乱開tropy

H＝玄－P)o邑3pi
I',＝会」
2λJ 
T＝へe,e;'+ Ai<"ze;' ＋λ内4’

海氷域抽出 1/2

・t占乱のメカニズムに依存するF海水1孟i;J.1団法乱が支記的であるためfillが小さい

2 平問化処理
• PALSAR entropy 4001pixel)•400<1tne）圭平均化

3. 100加nxlO.Okmのぬ図IこPALSARの鋭測情外．隠はがあるt請合は肉合しむい

•; ＇，＇，’ t ；へ PALSAR
子・－ヲ照会傑念図 AMSR-E 
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MOOISによる海氷検出

1.Band1,3.4を以下の式から反射率に変換
81’0 00004991 Band 1 0.620-0.670μm（赤／＼ンド）
83勺 α)003521 Band 3 0 459‘O 479μm（宵バンド）
84・0α)003130 Band 4 O 545‘0 .565μm(n，，ンド）

2反射率から重み係数を付け．アルベドを算出
アルベト：cc81・0.3265+B3勺4364+84・02366 
"'"''' ·」.，岨n•' " ""'"•=••• :•.L出＂＂·＇日，宅’同・·＂＇， ρ肱•1.~・b uu  ... , A、．
”に：，：，ゑ ISEr. ，，ぽ~ u ’，.・‘．噂司付噌崎JI":';•"., ..色民，，·，白...的Jトド弘け付．。l'•

アルベド
Albedoく0.1 . open water（海水） 可視織の波長における散乱の地表部反約$

01：正 Albedoく0.4 new ice＼新成氷）
O 4~ Albedoく 0.6 young ice（飯状軟氷J
06：正 Albedo f1『styea『にe（一年氷）

お

一

一

円J

一

山

一

一刻

一

コ

～

2

一

一涛

一
F
t
一
2

L
一

一昨

一

お

勺

一口

η
一

一紘

一

也

市一

一

ω
叩

一

一

日
ロ
同

一

一

一

一
A

一
応

一

一

一
S

一
口

一

一

一
一M

↑

0

一

一

一
円

一
M

一

. ：＇’，．・M
．・.. 
”・3・． ． 

．・ 4‘．・・’・
4仇 ＋・・・・

・ ・・『 ’ ． 
・ ’
・｜

5 

I ・PALSAR多偏波データから海氷検出手法を提案 ｜ 

卜提案した海氷後出手法で；篠氷密後度を高分解能化 ｜ 

卜後方紋苦i係主主と散舌Lエントロピを用いて薄氷滋の傾向をl巴i痩 ｜ 

卜提案手法ーAMSR-E海氷密接度、提案手法－l¥10DIS；毎氷検出の精度検証 ｜
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